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 志方町広尾で、お盆

に仏花として供える

ケイトウの出荷作業

が、最盛期を迎えてい

るそうです。東播磨地

域はかつて県内有数

の切り花産地で、1980

年代頃まで、加古川市、

稲美町は主にカーネ

ーションの、明石市で

はガーベラ、キクなど

多品目の栽培が盛ん

でしたが、担い手の高

齢化や畑の宅地化な

どを受け、現在は生産

者が激減していると

か。志方東営農組合代

表理事の方は、「地元

の女性の働く場にも

なり、地域振興になっている。これからもできるだけ切り花栽培を続けたい」と話しておられるそ

うです。（8月 8日付神戸新聞朝刊より） 

 

 

1学期に地域のボランティアの方のご協力を得て実施しました 3年生環境体験学習の一環である

田植え。あれから約 2か月半が経ち、どうなっているのか、見に行ってきました。稲が 70，80cmぐ

らいに育ち、青々としていました。撮影した日は、九

州付近に接近していた台風 6 号の影響で風があり、稲

穂が波のように揺れていました。無事稲刈りが済むま

でまだまだ台風の到来がありますが、子どもたちには

自分たちの知らないところでボランティアの方がお世

話してくださっているからこその稲の育ちだというこ

とを、しっかり伝えていこうと思います。この後、環

境体験学習は、かかし作り、稲刈りと続きます。 


